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チグラムに比して巾広いコントラストの範囲を一枚のフ

ィルム・ヒに撮影することができた．

　今後白色の発光をするメモリスコープを用い発色の種

類を多くすること，および蓄積電荷密度（カウント数）

と発色との定＄：的な検討を加え，ストレージグッドのバ

イアス電変とカラーフィルターの交換を同期させるよう

検討を続け，簡単，安価にカラーシンチホトグラムをえ

る装置にまとめて行きたい．

　　　　　　　　　　　　＊

70．　Photo　scintigramにおけるガウシャン

　　　スリッドとFilm等線量記録装置の応用

　　　一第1報：肝scintigramについて一

片山通夫　（川崎市立病院　放射線科）

　〔日的〕　Scintigramはその像の身体における位置的関

係については，scinticameraよりも優っている．特に

color　scintigramは臓器に採り込んだ核種の分布状態が

よく表現される．ところがcolor　scintigramはscan速

度が遅く，最高毎分70cm位である（肝臓をscanするの

に30分位を要する）．そこで私は毎分220cm以上の早い

速度でscanできるところのphoto　scintigramにGau－

ssionスリッドを用いたところ肝臓をscanするのに約

6分でできた．　そのGaussian　photo　scintigramから

film等線量記録装置を用いたところの，　Iso　dose　scin－

tigram（片山命名）を考案した．今回はその第1報とし

て肝疾患に応用したので報告する．

　〔方法〕①肝scintigramを行なう前に，まつ患者を

仰臥位とし，片而増感紙にて腹部のX線撮影を行なう．

その時，film全域を口的臓器の大きさにより，　2クJ割

または4分割とし，それぞれの中心に焦点を合せて，一

枚のFilmに別々にX線曝写をすることにより，　X線原

体撮影を行なう．

②　そのX線写真へ重複してphoto　scintigramを撮る

のであるが，この場合，私が試作した，4φ，8φ，16φ，

20φ，24φなどの各　Gaussianスリッドを用いたが肝臓

の場合は24φが最も適当であった．

③　そのGaussian　photo　scintino　roentinogramから

Iso　dencity　RecorderまたはIso　dose　film　prota（color）

にてIso　dose　scintigramをefる．前者は6分30秒，後

者は分を要する．これらの機械は核種のc・p．m．に対す

るfilmの焦化度曲線から正確に10等分した等線量を記

録することができる．
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　〔結論〕①Gaussian　photo　scintino　roentinogram

は，他のいかなるものよりも肝臓の白体に対する位置的

関係は最高に良好であった．

②　Iso　dose　scintigramは肝臓への核種の分布が明瞭か

つ正確に図示された．

③　肝疾患のIso　dose　scintigramは肝診断上最も明瞭

かつ正確な診断法の一つである．

　　　　　　　　　　　　＊

71．　Pho／GammaのDiversing　Collimator

　　　の使用経験

　　　　向井孝夫　森田陸司　藤井正博

　　　　高坂唯子　浜本　研　鳥塚完爾

　　　　　（京都大学　中央放射線部）

　　　　木下勝弘　上柳英雄

　　　　　　　　（島津製作所）

　米国Nuculear　Chicago社製scinti－cameraに最近新

たに備えられたdiversing　collimatorの基礎的，臨床的

検討結果を報告した、collimatorは約1200　holeで，

その各直径は約5mmで，それらは垂直線に対し最大角

度約15°の傾斜をなしている．1311点線源をcollimator

より種々の距離に置きえられたiso－response　curveは，

diversing　collimatorではcollimator　cameraに比して，

距離による計数効率低下が著しいことが示され，　また

1600channel　analyzerを用いての各channelごとにつ

いてのiso　response　curveは，それぞれ下方に向う巾

の狭い，ほぼ平行な曲線群となり，parallel　collimator

と同じく優れた指向性を有することが示され，更にCO－

Ilimatorの孔の角度に応じて傾斜角15°でcameraの

視野が拡大し，それは同時にRI　imageの縮少する模様

が示された．巾2cm　13111μCi／c皿2の恒紙を種々の間隔

に並列したphantomによる分解能の検定では，　diver－

sing　collimatorではcollimatorからの距離と共の像の

縮少が見られるものの，parallel　collimatorと同様に最

少7mm間隔が識別しえた．また平面的な像の歪みは全

く認められなかった．13110．1μCi／mlのIiver　slice　ph－

antom，寒天phantom，試験管phantomなど厚みを有

する検体の検討では，parallel　collimatorに比し，40～

60％の感度の低下，RI　imageの縮少が見られる他は，

効率の均一性は良好で，懸念される歪は実際には特に問

題になるほどでは無かった．　1311寒天三角柱phantom

にする効率の直線性の検定では，parallel　colimatorで見

られた周辺1　inch以内での非直線性はdivessing　colli一
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